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＊
本
誌
に
掲
載
し
て
い
る
写
真
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
同
意
を
得
て
い
ま
す
。 

 ２月３日、東湖園では節分行事「豆まき」を行いました。鬼に扮した職員めがけ元気いっぱい豆を投げ

ていただきました。思い切り投げる園熟さん、笑顔で優しく投げる園熟さんなど様々です。豆まきをして

厄を祓い、福のある一年を過ごしていただきたいと思います。 

豆まきの後は鬼のケーキと甘酒のおやつを召し上がって頂きました。 恵方巻き（百歳万歳） 
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東湖園のお正月 

桜
本
獅
子
舞 

桜本粋親會の獅子舞に施設内を練り歩いてもらい、園熟さんのお正月気分を盛り上

げていただきました。「今年もいいことがありますように！」 

１月２日 

無
病
長
寿
を
願
っ
て 

お正月、理事長より無病長寿を願い、園熟さん一人ひとりにお屠蘇を

いただきました。久し振りのお酒に気分も良く「美味しかった！」と、

素敵な笑顔になりました。                   

「今年も元気に過ごせますように！」      
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新
年
を
迎
え
、
元
気

に
来
所
さ
れ
た
ご
利

用
者
様
と
一
緒
に
、
近

く
の
鉾
田
神
社
へ
初

詣
に
出
か
け
ま
し
た
。

「
今
年
一
年
が
元
気

で
幸
せ
に
過
ご
せ
ま

す
よ
う
に
！
」
等
々
、

一
緒
に
た
く
さ
ん
の

願
い
事
を
し
て
き
ま

し
た
。 

 

今
年
も
あ
っ
た
か

い
お
風
呂
、
美
味
し
い

食
事
、
楽
し
い
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
い
っ
ぱ
い

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉾
田
市
よ
り
委
託
を
受
け
、
２４
時
間
い
つ
で
も
対
応

し
て
い
ま
す
。
介
護
面
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ど
ん

な
些
細
な
こ
と
で
も
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

介
護
者
教
室 

新
里
地
区
の
皆
様 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て 

 
 

  

新里地区敬老会に参加されている方々を対象

に、介護保険制度の仕組みや利用の流れなどにつ

いて、説明させて頂きました。皆様とても熱心に耳

を傾けてくださり、利用する場合に役立てていた

だければと思います。参加者からは「とてもために

なった。他の人にも教えてあげたい。」との声をた

くさんいただきました。これからも身近な問題に

ついて「介護者教室」を開催しますので、ご希望の

グループがありましたら左記までご連絡下さい。 

℡
０
２
９
１
（
３
２
）
４
３
３
４ 

 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
東
湖
園 

11/23 

体操や脳トレに元気に参加しています。 

寒
い
季
節
、
ど
う

し
て
も
室
内
で
過

ご
す
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
百
歳

万
歳
の
皆
様
は
、
趣

味
の
時
間
や
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
毎
月
訪
問

し
て
く
だ
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

と
の
時
間
も
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。 

介
護
面
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
百
歳
万
歳 

何が出来るか

お楽しみ 

塙
か
よ
様 

作
品 

松
本
か
ね
様 

作
品 

地域の皆様の作品を飾らせ

ていただきました。手作りの

作品はあったかいですね！ 
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感
染
症
予
防
対
策
と

し
て
全
職
員
を
対
象
に

感
染
対
策
の
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
ノ
ロ
ウ

ィ
ル
ス
な
ど
の
感
染
を

広
げ
な
い
た
め
に
は
嘔

吐
物
の
処
理
が
重
要
で

す
。
当
施
設
で
は
数
回
に

わ
た
り
研
修
を
行
い
一

人
ひ
と
り
が
正
し
い
処

理
が
出
来
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ノ
ロ

ウ
ィ
ル
ス
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
園
熟

さ
ん
、
職
員
と
も
に
手
洗

い
を
習
慣
づ
け
る
こ
と

が
基
本
で
す
。
食
事
前
に

は
手
指
消
毒
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
感
染
を
広
げ

な
い
た
め
に
も
基
本
を

し
っ
か
り
守
り
感
染
予

防
に
努
め
ま
す
。 

消
防
総
合
訓
練 

新人職員紹介

会 

感
染
症
対
策
研
修 

嘔吐物処理の演習 

 

11
月
末
、
夜
間
想
定

の
消
防
総
合
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
本
館
洗
濯

室
か
ら
火
災
発
生
、
初

期
消
火
、
通
報
、
避
難
誘

導
等
、
参
加
者
全
員
が

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
災
害
時
、
園
熟
さ
ん

の
安
全
を
守
る
こ
と
が

私
た
ち
職
員
の
大
き
な

役
割
で
す
。
今
後
も
訓

練
を
重
ね
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
施
設
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

☆
ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

・
嘉
山
豊
子
様
（
き
ゃ
べ
つ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
他
） 

・
真
家
農
園
様
（
大
根
、
白
菜
、
ホ
ー
レ
ン
草
他
） 

・
桜
井
良
一
様
（
さ
つ
ま
芋
他
） 

・
塙 

か
よ
様
（
手
作
り
お
雛
様
） 

他
、
多
数
の
皆
様 

 
 

 

☆
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

・
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

塙
糸
子
様
、
安
部
朋
子
様
、 

若
林
康
子
様
、
町
田
俊
子
様 

・
手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

横
山
初
美
様
、
戸
井
田
啓
子
様 

・
書
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

井
川
泉
花
様 

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

ラ
ポ
ー
ル
様 

・
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
レ
ク
） 

 
 

大
場
三
枝
子
様 

☆
慰
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

・
あ
か
つ
き
保
育
園
児 

・
桜
本
獅
子
舞
粋
親
曾
様 

☆
実
習
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

・
い
ば
ら
き
中
央
福
祉
専
門
学
校
様 

・
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
様 

☆
介
護
体
験
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

・
筑
波
大
学
様 

・
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
様 

☆
職
場
体
験
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

・
鉾
田
市
立
南
中
学
校
様 

☆
福
祉
体
験
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

・
鉾
田
市
立
旭
中
学
校
様 

（
平
成
二
十
八
年
十
月
～ 

平
成
二
十
九
年
一
月
） 

大場 三枝子 柴田 正弘 

 

兼
山 

 

彩 

冨
田 

美
沙
希 

新館居宅 

一生懸命がんばります 

よろしくお願いします！ 

立春が過ぎ、春はもう

すぐですが、まだまだイ

ンフルエンザが猛威を振

るっています。 

引き続き感染症予防の

ため、居室での面会を制

限させていただきますの

で、ご理解と御協力をお

願い申し上げます。 

～ご家族の皆様へ～ 

○職  ○員  ○研  ○修  

梅
の
花
も
満
開
近
く
に
な
り
春
は
も
う
す

ぐ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
花
見
な
ど
に
出
か
け
、

春
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
ね
。 

 
 
 
 
 
 

 

【
編
集
後
記
】 


